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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

■ お問い合わせ先
　町生涯学習推進課
　ボートの町美浜推進室
　(担当･今安)☎32‐6709

若狭美浜はまびより｢道の駅｣登録証伝達式

■ お問い合わせ先
　町産業政策課
　産業連携推進室
　(担当･武田)☎32‐6706

全国 1,204 駅の道の駅の中の 1 つに

全国高校選抜ボート大会 優勝報告会
美方高校の 2 クルーが優勝・1 クルーが準優勝 株式会社椿本チエインと

｢若狭美浜インター産業団地進出に関する協定｣を締結

■ お問い合わせ先
　町産業政策課(担当･山本)
　☎32‐6706

が
若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

進
出
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

同
社
は
、大
阪
府
大
阪
市
に
本

社
を
置
く
搬
送
用
チ
ェ
ー
ン
を
製

造
す
る
会
社
で
、同
産
業
団
地
に

進
出
す
る
5
社
目
の
企
業
と
な
り

ま
す
。

　

今
回
、若
狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業

団
地
で
は
、同
社
初
と
な
る
植
物
工

場
を
建
設
し
、次
世
代
モ
デ
ル
工
場

と
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
研
究
・
開
発

拠
点
と
し
て
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

新
工
場
は
、11
月
頃
に
着
工
、令

4

和
7
年
5
月
頃
に
操
業
を
開
始
し
、

約
35
人
を
雇
用
す
る
予
定
で
す
。

　

調
印
式
で
戸
嶋
町
長
は｢

世
界

で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業
に

進
出
し
て
い
た
だ
い
た
。美
浜
町
の

一
員
と
し
て
、ま
ち
づ
く
り
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
た
い｣

と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、株
式
会
社
椿
本
チ
エ
イ
ン

の
木
村
隆
利
代
表
取
締
役
社
長
兼

Ｃ
Ｏ
Ｏ
は｢

社
会
問
題
の
解
決
に

貢
献
す
る
企
業
を
目
指
し
、新
た

な
分
野
に
挑
戦
し
て
い
る
。美
浜
町

で
地
元
の
皆
さ
ん
と
共
生
し
な
が

ら
、新
し
い
技
術
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

月
28
日
に
、町
役
場
で
町
と

株
式
会
社
椿
本
チ
エ
イ
ン

↑協定書に調印後、記念撮影をする戸嶋町長(左)と株式会社
　椿本チエイン木村代表取締役社長兼COO(右)

■ お問い合わせ先
　町住民環境課(担当･山本)
　☎32‐6703

総務大臣から松本宗治氏に感謝状を贈呈
新たに4月1日付けで行政相談委員を委嘱

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
総
務
大
臣
よ

り
美
浜
町
行
政
相
談
委
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ

た
松
本
宗
治
さ
ん(

麻
生)

に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、平
成
31
年
4
月

か
ら
令
和
5
年
3
月
ま
で
の
間
、

行
政
相
談
委
員
を
4
年(
2
期)

務

め
ま
し
た
。住
民
と
行
政
の
間
に
立

ち
、行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
や
行
政
手
続
き
の
相
談
等
を
受

け
付
け
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解

決
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、住
民
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、町
内

で
定
例
相
談
会
を
開
設
さ
れ
た
ほ

か
、町
内
全
域
に
相
談
所
開
設
の

4

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、行
政
相
談
制

度
の
広
報
活
動
等
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
松
本

さ
ん
は｢

相
談
の
取
り
扱
い
件
数

は
、
他
市
町
に
比
べ
て
少
な
く
、

美
浜
町
は
良
い
町
だ
と
実
感
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
町
政
に
協
力
し

た
い｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

月
14
日
に
、
町
役
場
で
総

務
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
が

　

4
月
1
日
付
で
、行
政
相
談
委

員
に
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
手
続
き

に
つ
い
て
、
相
談
す
る
所
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
行
政
相
談
委
員

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
が

　
　
　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

↑感謝状を受け取る松本宗治さん（中央）

石丸 好通 氏(山上)渡辺 直史 氏(日向)

ト
大
会
の
優
勝
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
3
月
19
日
か
ら
21

日
に
か
け
て
、
静
岡
県
浜
松
市
の

天
竜
ボ
ー
ト
場
で
開
催
さ
れ
、
男

女
の
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
で

優
勝
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で

準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
、
女
子
舵
手
付
き

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
に
出
場
し
た
武
田

望
花
さ
ん
は｢

先
輩
た
ち
が
築
き

上
げ
た
連
覇
と
い
う
伝
統
を
次
に

つ
な
げ
ら
れ
て
良
か
っ
た｣

、男
子

舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
に
出
場

し
た
岡
本
風
哉
さ
ん
は｢

優
勝
で

き
た
が
、課
題
も
見
つ
か
っ
た
。こ

の
課
題
を
次
の
レ
ー
ス
に
生
か
し

た
い｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

4
月
14
日
に
、
町
役
場
で
第

34
回
全
国
高
校
選
抜
ボ
ー

◎大会結果(敬称略)

順位 クルー名 2,000m

1 位 美方高校 6:44:48

2 位 関西高校 6:49:11

3 位 熊本学園大学付属高校 6:50:78

4 位 桜宮高校 6:57:19

5 位 京都工学院高校 7:00:21

6 位 清風高校 7:08:06

◎男子舵手付きクォドルプル

【岡本風哉】

↑報告に訪れた選手たち

順位 クルー名 2,000m

1 位 美方高校 7:16:74

2 位 加茂高校 7:28:10

3 位 熊本学園大学付属高校 7:32:49

4 位 横浜商業高校 7:35:44

5 位 浦和第一女子高校 7:44:29

6 位 岡山東商業高校 7:45:16

◎女子舵手付きクォドルプル
【岩本結愛、武田望花、小野寺紗耶、
　　　　　　　　　　　野瀬彩音、満田真央】

順位 クルー名 2,000m

1 位 山﨑 晴華 ( 東筑高校 ) 8:28:35

2 位 志賀 祐月 ( 美方高校 ) 8:29:33

3 位 本部 七海 ( 高鍋高校 ) 8:31:51

4 位 木部 結月 (館林女子高校) 8:33:94

5 位 三苫 誌葉 ( 善所高校 ) 8:39:02

6 位 高橋 なつは ( 本所高校 ) 8:54:56

◎女子ダブルスカル

【志賀祐月】

の
駅｣

登
録
証
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

｢

道
の
駅｣

の
登
録
は
、
道
路
利

用
者
の
た
め
の
休
憩
機
能
や
道
路

利
用
者
及
び
地
域
の
方
々
の
た
め

の
情
報
発
信
機
能
、
町
内
外
の
交

流
を
促
進
す
る
地
域
振
興
機
能
を

併
せ
持
つ
施
設
を
市
町
村
等
の
申

請
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
が
審

査
・
登
録
す
る
制
度
で
、
現
在
、

全
国
で
１
，
２
０
４
駅
が
道
の
駅

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
若
狭
美
浜
は
ま
び
よ
り

は
、
2
月
28
日
の｢

道
の
駅｣

第
58

5

回
登
録
に
て
、
新
た
に
道
の
駅
と

し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
証
を
受
け
取
っ
た
戸
嶋
町

長
は｢

本
町
で
は
、
令
和
6
年
春

の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
を
契
機

に
、
町
民
と
観
光
客
が
集
い
、
交

流
す
る
エ
リ
ア(

に
ぎ
わ
い
ゾ
ー

ン)

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
道
の
駅
を
拠
点
と
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
や
人
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
町
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い｣

と
述
べ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
若
狭
美
浜
は
ま
び
よ
り

は
、
6
月
2
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

月
10
日
に
、
町
役
場
で
若

狭
美
浜
は
ま
び
よ
り｢

道

↑ 橋本福井河川国道事務所長(右)から登録証を受け取る
戸嶋町長(左)
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※ お問い合わせ先　　町エネルギー政策課 防災･原子力対策室(担当・三田) ☎32‐6716

Mihama　Information

〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
6
月
1
日
を｢

人
権
擁
護
委
員
の

日｣

と
定
め
、
全
国
各
地
で
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
や
体
罰
、
虐
待
、
差
別
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
等
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●

日　

時　

6
月
6
日(

火)

　
　
　
　
　

午
後
1
時
~
3
時

●

会　

場　

は
あ
と
ぴ
あ

●

費　

用　

無
料

　
　

福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
７
７
６
︲
22
︲
４
２
１
０

問

保
育
園
の
園
庭
開
放
事
業
の
ご
案
内

　

子
ど
も
が
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
場
の
提

供
を
目
的
と
し
て
、
町
内
各
保
育
園
の
園

庭
を
開
放
し
ま
す
。

●

開
放
日

　

・
み
ず
う
み
保
育
園
毎
月
第
1
日
曜
日

　

・
せ
せ
ら
ぎ
保
育
園
毎
月
第
2
日
曜
日

　

・
あ
お
な
み
保
育
園
毎
月
第
3
日
曜
日

※
令
和
5
年
10
月
ま
で

●

開
放
時
間　

午
前
9
時
~
正
午

●

対
象
者

小
学
生
ま
で
の
児
童(

就
学
前
の
児
童

は
、
必
ず
保
護
者
同
伴
に
て
ご
利
用
く

だ
さ
い)

●

そ
の
他

・
利
用
に
係
る
注
意
事
項
等
に
つ
い
て

　
　

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　
　

さ
い
。

　

・
荒
天
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
、
園
行

　
　

事
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
開
放
を

　
　

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当
・
上
道)

☎
32
︲
６
７
１
３

問

詳細はこちら

●

免
許
の
種
類

●

対
象
者

免許の種類 使用できる猟具の種類

網猟免許
むそう網、はり網、
つき網、なげ網

わな猟免許
くくりわな、はこわな、
はこおとし、囲いわな

第一種
銃猟免許

ライフル銃、散弾銃、
空気銃(圧縮ガス銃を含む)

第二種
銃猟免許

空気銃(圧縮ガス銃を含む)

　

①
県
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上

(

※)

の
方
で
、
新
た
に
網
猟
免
許

ま
た
は
、
わ
な
猟
免
許
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
方

　

③
現
に
取
得
し
て
い
る
狩
猟
免
許
と

異
な
る
種
類
の
免
許
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
方

　

②
県
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳
以
上

(

※)

の
方
で
、
新
た
に
第
一
種
銃
猟

免
許
ま
た
は
、
第
二
種
銃
猟
免
許
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
方

※
試
験
日
現
在
の
年
齢

狩
猟
免
許
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

●

試
験
内
容

第1回 第2回

試験日 7月17日(月・祝) 7月30日(日)

試験
時間

午前9時30分～
午後4時30分

午前9時30分～
午後4時30分

試験
会場

福井県立大学
永平寺キャンパス

リブラ若狭

申込
期間

5月1日(月)～
6月16日(金)

5月1日(月)～
6月30日(金)

●

試
験
日
時･

会
場･

申
込
期
間

　

適
性
試
験
、
知
識
試
験
、
技
能
試
験

●

そ
の
他

　

試
験
実
施
要
領
及
び
申
請
書
は
、
嶺
南

振
興
局
二
州
農
林
部
林
業
水
産
課
ま
た
は

(

一
社)

福
井
県
猟
友
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

嶺
南
振
興
局
二
州
農
林
部
林
業
水
産
課

☎
22
︲
０
２
９
１

　
　

町
産
業
政
策
課(

担
当･

浜
野)

☎
32
︲
６
７
０
６

問

国の防災基本計画の修正に伴い、美浜町防災ハン

ドブックの見直しを行いました。

　今回の見直しでは、｢ 避難勧告 ｣ が廃止され ｢ 避難

指示 ｣ へ一本化されたことを踏まえ、新たに設定さ

れた 5 段階の警戒レベル等の情報を更新しています。

　災害が発生した際に、自分や家族の安全を守り、

被害を最小限に抑えるためには、町民の皆さん自身

が災害への知識を身に着け、日頃から防災意識を持

ち災害に備えることが大切です。

　美浜町防災ハンドブックには、風水害や土砂災害、

地震等の災害及び災害対策の基礎知識を掲載してい

ますので、改めてご確認していただき、ご家庭でも

防災について話し合う機会をお持ちください。

　町では、令和 4 年 3 月に県から津波災害警戒区

域に指定されたことを受け、美浜町津波ハザード

マップの見直しを行いました。

　今回の見直しでは、国から示された美浜町沿岸に

最大クラスの津波を起こすと予想される断層モデル

を用いた津波浸水想定を反映しています。

見直し後のマップでは、前回のマップよりも浸水

想定区域が減少している箇所が多く、前回の浸水想

定区域と比較できるようになっています。

　また、避難する方向を矢印で大きく表示する等の

工夫とともに、津波災害への備えや実際に津波災害

が起こった際、命を守るためにとるべき行動を掲載

しています。

美
浜
町
津
波

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新

美
浜
町
防
災

　
　
　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
更
新

美浜町防災ハンドブック

美浜町

保存版保存版

美浜町防災ハンドブックと
各ハザードマップがセットで保管可能に

ハ
ー
ト
フ
ル
朝
市
の
開
催
場
所
と

　
　
　
　
　
　

時
間
が
変
わ
り
ま
す

　
　

町
産
業
政
策
課(

担
当･

竹
内)

☎
32
︲
６
７
０
６

問
6
月
4
日
よ
り
、　

ハ
ー
ト
フ
ル
朝
市
の

開
催
場
所
と
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

●

場
所　

道
の
駅
若
狭
美
浜
は
ま
び
よ
り

●

時
間　

午
前
9
時
~　

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　今回全戸配布する美浜町防災ハンドブックには、美浜町津波ハザードマップと美浜町洪水・土砂災害

ハザードマップ ( 全戸配布済み ) を収納するポケットを設けました。

　美浜町防災ハンドブックとそれぞれのハザードマップをセットで身近なところに備えていただき、

家庭内や地域での防災活動にお役立てください。

　町では、耳川の水位を避難指示等を発令する判断基準
の 1 つとしていますが、6 月 1 日より水位の基準が変更
となる予定です。それに伴い、美浜町洪水・土砂災害ハ
ザードマップの見直しを行います。新しいマップができ次
第、全戸配布を行いますので、差し替えをお願いします。
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詳細はこちら

Mihama　Information

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 防災･原子力対策室(担当・三田) ☎32‐6716

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

※当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊 急 情 報 の 伝 達 試 験 を 実 施 し ま す

実施日時 情報伝達手段 放 送 内 容

6月7日(水)

午前10時頃

屋外

スピーカー

<J アラートサイレン >

｢これは、Jアラートのテストです。｣(3回)

こちらは防災美浜町です。

下
水
道
使
用
料
の
世
帯
人
数
に

　
　
　
　

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

一
般
家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、

原
則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
人
数
で
計

算
し
ま
す
。
世
帯
人
数
に
異
動
が
あ
っ

た
時(

転
入
、
転
出
、
出
生
、
死
亡
等)

は
、｢

世
帯
人
員
変
更
届
出
書｣

の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
単
身
赴
任
、
進
学
、
長
期
入
院

等
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
美
浜
町
に
住

民
票
を
置
い
た
ま
ま
町
外
に
転
出
し
た
時

も
、
届
出
に
よ
り
減
員
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
届
出
時
に
特
別
な

理
由
が
確
認
で
き
る
書
類(

在
学
証
明
書

等)

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
特

別
な
理
由
に
よ
り
減
員
と
な
っ
て
い
る
方

が
世
帯
に
戻
ら
れ
た
時
に
は
、
必
ず
増
員

の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
使
用
者
の
名
義
を
変
更
し

た
い
場
合
に
は
、｢

水
道
使
用
異
動
届｣

や｢

下
水
道
使
用
者
変
更
届
出
書｣

の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

各
種
届
出
書
は
、
町
上
下
水
道
課
窓
口

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

町
上
下
水
道
課(
担
当
・
宇
都
宮
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

問

｢

ク
ー
ル
ビ
ズ｣

に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、地
球
温
暖
化
問
題
に
対
処
し
、

環
境
と
共
生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の

定
着
を
図
る
た
め
、
ク
ー
ル
ビ
ズ(

夏
季

の
適
正
冷
房
に
応
じ
た
軽
装
勤
務)

を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●

実
施
期
間

5
月
1
日(

月)

~
10
月
31
日(

火)

●

取
組
内
容

　

・
適
正
冷
房(

28
℃
以
上)

の
実
施

　

・
適
正
冷
房
に
応
じ
た
軽
装(

職
員
と

　
　

し
て
の
信
用
と
品
位
を
損
わ
な
い
服

　
　

装)

で
の
勤
務

　

町
の
公
共
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
く
皆

さ
ん
に
も
、
適
正
冷
房
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
等
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
に
、
軽
装
で
の
ご
出
席
を
お

　
　

町
総
務
課(

担
当
・
浜
野)

☎
32
︲
６
７
０
０

問 願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
適
正
冷
房
に
応
じ
た
軽
装
で
の
ご
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
い
や
な

思
い
を
し
た
等
、
事
業
所
に
直
接
相
談
し

に
く
い
場
合
や
、
事
業
所
と
の
話
し
合
い

で
解
決
で
き
な
か
っ
た
場
合
等
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

相
談
時
間

　

月
曜
日
~
金
曜
日

　

午
前
9
時
~
午
後
5
時

　
　
　
　
　

(

祝
日
・
年
末
年
始
除
く)

問
　
　

福
井
県
運
営
適
正
化
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
７
６
︲
24
︲
２
３
４
７

実施日時 情報伝達手段 放 送 内 容

6月15日(木)

午前10時頃

屋外

スピーカー

< チャイム >

｢ 緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放送です。｣(3 回 )

< 緊急地震速報チャイム音 >

こちらは防災美浜町です。これで訓練放送を終わります。< チャイム >

こちらは防災美浜町です。ただ今から訓練放送を行います。

町
税
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
の
町
税
の
納
付
方

法
に
、
令
和
5
年
4
月
か
ら
、
新
た
に

｢a
u
P
A

Y
 

請
求
書
支
払
い｣

と｢

d
払
い

請
求
書
払
い｣

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、い
つ
で

も
納
付
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

●

利
用
で
き
る
収
納
ア
プ
リ
一
覧

　

・
支
払
秘
書

　

・P
ayP

ay　

請
求
書
払
い

　

・L
IN

E
 P

ay　

請
求
書
支
払
い

　

・auP
A
Y

　

請
求
書
支
払
い

　

・
d
払
い　

請
求
書
払
い

●

納
付
で
き
る
税
金

　

・
住
民
税(

普
通
徴
収)

　

・
固
定
資
産
税

　

・
国
民
健
康
保
険
税

　

・
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

●

注
意
事
項

　

①
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
の
納
付
に
は
専
用

ア
プ
リ
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

②
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
の
納
付
は
領
収
書

が
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ア
プ
リ

内
の
取
引
履
歴
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

③
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
店
頭
で

は
、
原
則
と
し
て
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を

利
用
し
た
お
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

④
次
の
納
付
書
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

・ ｢

コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー
ド｣

が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
ま

た
は
読
み
取
り
が
で
き
な
い
も
の

　
　

・﹁
コ
ン
ビ
ニ
等
使
用
期
限
﹂
を
過
ぎ

た
も
の

　
　

・
納
付
書
1
枚
あ
た
り
の
金
額
が

30
万
円
を
超
え
る
も
の

　
　

町
税
務
課(

担
当
・
浅
妻)

☎
32
︲
６
７
０
２

問

新型コロナワクチンの春夏接種を実施します

　新型コロナワクチンの令和 5 年度春夏接種を実施します。
接種券が届いた方は、接種対象者となりますので、接種可能
日時や接種場所を確認し、ご予約ください。

※お問い合わせ先　町健康福祉課 ( 担当 ･ 中西 ) ☎ 32‐6704

■対象者
●  2 回以上の接種を終了した 12 歳

以上の方で、次の①～③のいずれ
かに該当する方

① 65 歳以上の方 ( ※ 1)

② 接種日時点において 12 歳～ 64 歳の

基礎疾患を有する方 ( ※ 2)

③医療従事者・介護従事者 ( ※ 2)

●  2 回以上の接種を終了した
　 5 ～ 11 歳の方 ( ※ 3) ※1 接種券を順次発送します。申請は不要です。

※2  該当する方の接種券発行には申請が必要です。申請書は
　   町ホームページまたは町健康福祉課窓口で取得できます。
　   (過去に基礎疾患を有する者として申請した方は不要)
※3 申請は不要です。接種券を順次発送します。
※4  5～11歳はファイザー社のみです。
※5 接種券がお手元に届き次第、予約が可能です。

■ワクチンの種類
オミクロン株対応二価ワクチン

( ファイザー社またはモデルナ社 ( ※ 4))

■費用
無料

Web予約は
こちら

■接種間隔
前回接種日から 3 カ月以上

■その他
詳細は、町ホームページまたは 5 月 18 日の

新聞折込チラシをご覧ください。

■予約方法 ( ※ 5)

Web もしくは

コールセンター (32-0320)

　新型コロナワクチンの令和 5 年度春夏接種を実施します。
接種券が届いた方は、接種対象者となりますので、接種可能
日時や接種場所を確認し、ご予約ください。
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Mihama　Information

※お問い合わせ先 町観光誘客課(担当・東谷) ☎32‐6705

地域の環境美化活動を行う団体を支援します
　観光地等のおもてなし環境の整備及び維持のため、町内の観光地またはこれに関係する地域の

環境美化等の活動に寄与する団体を支援します。

■対象者
　町内に活動拠点を有し、主に町内で活動する団体

　※  5 人以上の構成員を有し、構成員の 2 分の 1

以上が町民である団体

■対象事業
　観光地等のおもてなし環境の整備及び維持のた

め、町内の観光地またはこれに関係する地域におい

て、清掃や草刈り、植栽等の環境美化に資する事業

■対象経費
　・ゴミの搬出に必要な経費

　・機械類の借り上げ等美化清掃に直接必要な経費

　・おもてなし景観の形成に必要な経費

　・清掃用具等購入費

　・植栽に要する経費

　・清掃活動及び美化活動に要する経費

　・その他町長が必要と認める経費

■補助金額
　対象経費の全額 ( 上限 10 万円 )

■申請方法
　補助金交付申請書に事業実施計画書や

収支予算書等の必要書類を添付の上、町

観光誘客課に提出してください。

高
等
学
校
等
へ
通
う
生
徒
の

通
学
費
を
助
成
し
ま
す

●

助
成
対
象
要
件

　

通
学
に
要
す
る
定
期
乗
車
券
ま
た
は
回

数
乗
車
券
購
入
費
の
3
分
の
1(

※)

の
額
。

た
だ
し
、1
カ
月
あ
た
り
１
０
，０
０
０
円

(

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て)

を
上
限
と
す
る
。

※
美
浜
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
世
帯
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
世
帯
及
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
2

分
の
1

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え

て
町
教
育
総
務
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
及
び
必
要
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町
教
育
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

･

町
内
在
住
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
生
徒
を
養

育
し
て
い
る
者

･

町
税
等
の
滞
納
が
無
い
こ
と(

世
帯
全
員)

･

同
様
の
制
度
の
補
助
を
他
に
受
け
て
い

な
い
こ
と

●

助
成
金
額

●

申
請
方
法

定
期
乗
車
券
の
有
効
期
間
満
了
後
1
カ

月
以
内
ま
た
は
回
数
乗
車
券
使
用
後
１
カ

月
以
内

●

申
請
期
限

　

町
教
育
総
務
課(

担
当･

藤
田)

☎
32
︲
６
７
０
８

問 ●

助
成
の
対
象
と
な
る
乗
車
券

･

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
美
浜
駅
で
購
入
し
た
鉄
道

の
定
期
乗
車
券･

回
数
乗
車
券

･

路
線
バ
ス
の
定
期
乗
車
券･

回
数
乗
車
券

美浜町母子保健推進員・育児支援家庭訪問員名簿

　町では、美浜町母子保健推進員及び育児支援家庭訪問

員を委嘱し、妊産婦や乳幼児等への助言・相談及び児童

虐待等の発生予防と重症化予防を目的として訪問活動を

行っています。

　母子保健推進員は、妊婦や保育園・幼稚園に入園する

までのお子さんがいる家庭を訪問し、乳幼児健診や教室

の案内、日頃の心配事等の相談に応じています。

　育児支援家庭訪問員は、支援を必要とする家庭を訪問

し、養育者の育児不安を解消するための相談や養育技術

の提供等の支援を行っています。

　現在、町内には 15 人の母子保健推進員と 2 人の育児

支援家庭訪問員が活動しています。

　令和 5 年度及び令和 6 年度の母子保健推進員・育児支

援家庭訪問員は次のとおりです。

※お問い合わせ先　 町子ども・子育てサポートセンター ( 担当 ･ 山口 ) ☎ 32‐0192

担当地区 氏　　名

日向・笹田・早瀬 浜　野　桂　子

久々子・松原・矢筈 田　辺　美　穂

郷市・興道寺 畑　中　ひかり

大藪・気山・金山・久保 山　口　眞由美

河原市 松　本　みどり

南市 河　合　美恵子

麻生・中寺・宮代・
安江・寄戸・五十谷 堀　田　敦　子

栄・小倉 佐　竹　加　代

新庄・雲谷 髙　木　奈緒美

佐野・上野・野口 原　田　弘　美

和田・木野・坂尻・佐柿 清　水　美由紀

佐田・太田・山上・美し野 石　丸　清　美

けやき台 小　野　卓　子

北田・菅浜 上　田　かをり

丹生・竹波 南　　　佳　住

－美浜町母子保健推進員－

氏　　名

真　田　晴　美 田　邉　治　子

－美浜町育児支援家庭訪問員－

※ 補助金の交付申請に必要な様式は、町ホームペー
ジをご覧いただくか、町観光誘客課にお問い合わ
せください。

各種申請手続きの一部がマイナポータルを通じて行えます
　マイナンバーカードをお持ちの方は、子育て・介護等の手続きの一部をマイナポータルを通じて
オンラインで行えます。時間や場所を気にせず手続き等が行えますので、ぜひご利用ください。
　現在、マイナポータルから手続き等が行えるサービスは次のとおりです。

※お問い合わせ先　 町まちづくり推進課 DX 推進室 ( 担当 ･ 稗田 ) ☎ 32‐6701

■子育てに関する手続き
● 児童手当等の受給資格及び児童手当の額についての
  認定請求
● 児童手当等の額の改定の請求及び届出
● 氏名変更 / 住所変更等の届出
● 受給事由消滅の届出
● 未支払の児童手当等の請求
● 児童手当等に係る寄附の申出
● 児童手当等に係る寄附変更等の申出
● 受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の申出
● 受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の
  変更等の申出
● 児童手当等の現況届
● 支給認定の申請
● 児童扶養手当の現況届
● 妊娠の届出

■介護に関する手続き
● 要介護・要支援認定の申請
● 要介護・要支援更新認定の申請
● 要介護・要支援状態区分変更認定の申請
● 居住 ( 介護予防 ) サービス計画作成 ( 変更 ) 依頼の届出
● 介護保険負担割合証の再交付申請
● 被保険者証の再交付申請
● 高額介護 ( 予防 ) サービス費の支給申請
● 介護保険負担限度額認定申請
● 居宅介護 ( 介護予防 ) 福祉用具購入費の支給申請
● 居宅介護 ( 介護予防 ) 住宅改修費の支給申請
● 住所移転後の要介護・要支援認定申請

■引越しに関する手続き
● 転出届
● 転入届の来庁予定予約

ホームページ

オンラインでの手続き後、面談や書類提出等が必要となるものがあります。

手続きの方法等の詳細は、町ホームページをご覧ください。

募
集･

申
請
等

教
室･

講
座･

説
明
会
等

ふ
く
い
福
祉
就
職
フ
ェ
ア

　

福
祉
の
職
場
説
明
・
面
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

福
祉
の
職
場
へ
就
職
を
希
望
す
る
方

や
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
採
用
担

当
者
と
の
個
別
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
す
る
事
業
所
は
、
福
井
県
社
会

福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

ま
す
。

●

日　

時　

6
月
10
日(

土)

　
︻
第
1
部
︼

　
　

午
後
1
時
~
2
時
30
分

　
︻
第
2
部
︼

　
　

午
後
3
時
10
分
~
4
時
40
分

●

会　

場　

敦
賀
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

●

費　

用　

無
料(

入
退
出
自
由)

　
　

嶺
南
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
料
職
業
紹
介
所

☎
０
７
７
０
︲
52
︲
７
８
３
３

問 ●

内　

容　

　

職
場
説
明
・
個
別
面
談
会
の
ほ
か
に
、

次
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

①
職
員
採
用
予
定
の
福
祉
施
設
等
と
の

個
別
面
談
コ
ー
ナ
ー

　

②
福
祉
の
仕
事
・
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談
コ
ー
ナ
ー
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芸
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園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
今
年
も
始
ま
り
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　

ト
マ
ト
の
収
穫
体
験

6
月
の
毎
週
火･

木･

土
曜
日

午
前
10
時
~
11
時
30
分

●

日　

時

●

費　

用

３
０
０
円

●

申　

込

不
要

　

甘
い
ミ
ニ
ト
マ
ト｢

ネ
ネ｣

を
収
穫
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
︲
６
１
６
２

　

他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
多

数
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

47
︲
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー

ル(en
gei-ken

@
p
ref.fu

ku
i.lg.jp

)

で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

定　

員

先
着
10
名(

各
日)

◆
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
産
一
寸
ソ
ラ
マ
メ
で
オ
ム
レ
ツ

と
ム
ー
ス
づ
く
り
教
室

6
月
11
日(

日)

・
17
日(

土)

午
前
10
時
~
正
午

●

日　

時

●

費　

用

１
，
５
０
０
円

　

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
で
採
れ
た
一
寸
ソ
ラ

マ
メ
を
使
っ
た
調
理
体
験
で
す
。

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

○
に
こ
に
こ
タ
イ
ム

｢

保
育
園
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？｣

6
月
21
日(

水)

　

午
前
10
時
30
分
~
11
時

●

日　

時

●

対　

象

ど
な
た
で
も

●

申　

込

不
要

●

内　

容

　

園
長
先
生
が
保
育
園
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

●

会　

場

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当･
山
田)

☎
32
︲
０
１
９
２

問 ●

講　

師

せ
せ
ら
ぎ
保
育
園
園
長

○
育
児
講
座

｢

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア｣

6
月
20
日(

火)

午
前
10
時
15
分
~
11
時

●

日　

時

●

対　

象

町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

●

申　

込

6
月
5
日(

月)

~

6
月
19
日(

月)

●

内　

容

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
、

楽
器
を
鳴
ら
し
た
り
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

●

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

●

講　

師

村
上
英
治
氏

●

定　

員

15
組

●

申　

込

予
約
が
必
要
で
す
。

●

定　

員

8
家
族
・
グ
ル
ー
プ(

各
日)

(134)

　

今
回
は
4
月
号
の｢

新
庄
村
絵

図｣

に
引
き
続
き
、
新
し
く
文
化

遺
産
カ
ー
ド
と
な
っ
た
文
化
財
と

し
て｢

織
田
神
社
例
大
祭｣

に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
佐
田
と
北
田
に
織

田
神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
取
り
上
げ
る
の
は
佐
田
の

織
田
神
社
で
す
。

　

同
社
は
、
諸
説
あ
る
も
の
の
平

安
時
代
に
は
佐
田
の
地
に
あ
り
、

建
立
さ
れ
た
日
と
伝
わ
る
5
月
11

日
に
は
毎
年
、
最
も
重
要
な
神
事

と
さ
れ
る
春
の
例
大
祭
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
お
祭
の
特
徴
の

１
つ
が
氏
子
で
あ
る
佐
田
や
太

田
、
山
上
の
3
集
落
が
奉
納
す
る

神
事
芸
能
で
す
。

　

祭
礼
当
日
は
、
例
年
お
昼
過
ぎ

か
ら
本
殿
で
の
神
事
が
始
ま
り
、

神
輿
が
境
内
に
到
着
し
た
後
に
、

能
舞
殿
で
芸
能
の
奉
納
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

ま
ず
演
じ
ら
れ
る
の
は
、
佐
田

の
王
の
舞
で
す
。
王
の
舞
は
若
狭

一
帯
で
多
く
継
承
さ
れ
て
い
る
伝

統
的
な
民
俗
芸
能
で
あ
り
、
弥
美

神
社
の
例
大
祭
で
も
舞
わ
れ
て
い

ま
す
。
織
田
神
社
で
は
、
金き
ん
ら
ん襴
で

彩
ら
れ
た
装
束
に
、
能
や
舞
楽
の

被
り
物
で
あ
る
鳥
と
り
か
ぶ
と
甲
と
鼻
高
面
を

着
け
た
小
学
生
の
男
の
子
が
王
の

舞
を
披
露
し
ま
す
。
舞
の
中
で
掛

け
声
に
合
わ
せ
て
、
足
踏
み
を
す

る
動
き
が
特
徴
的
で
す
。

　

王
の
舞
に
続
き
、
太
田
の
獅
子

舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
演
じ
ら
れ
る
の

が
、
山
上
が
担
当
す
る
ソ
ッ
ソ
舞

で
す
。
裃
か
み
し
もを
着
け
、
白
扇
子
を

持
っ
た
3
人
の
男
性
が
舞
台
を
3

周
し
た
後
に
、
正
面
を
向
き｢

そ

う｣｢

そ
に｣｢

そ
う｣

と
大
声
で
掛

け
合
い
を
行
い
ま
す
。
田
楽
が
変

化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
ソ
ッ

ソ
舞
は
、織
田
神
社
に
神
様
を
迎

え
る
際
に
、弥
美
神
社
か
ら｢

ソ
ー

と
ソ
ッ
と｣

ご
神
体
を
運
ん
だ
様

子
を
表
す
と
も
さ
れ
、例
大
祭
自

体
も
同
じ
由
来
か
ら｢

ソ
ッ
ソ
祭

り｣

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

｢

織
田
神
社
例
大
祭｣

の
カ
ー
ド

は
、
時
期
を
限
ら
ず
自
身
で
撮
影

さ
れ
た
同
社
の
写
真
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館
き
い
ぱ
す

に
お
持
ち
い
た
だ
く
こ
と
で
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

(

美
浜
町
歴
史
文
化
館
︶↑織田神社例大祭 ｢ 王の舞 ｣( 令和 5 年 )

新文化遺産カード
～ ｢ 織田神社例大祭 ｣ ～

俳
　
句

水
無
月
俳
句
会

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿
）

政
岡
　
弘
子
（
久
々
子
）

楠
　
充
代
（
佐
　
田)

楠
　
充
代
（
佐
　
田
）

飾
ら
る
る
武
者
人
形
も
年
重
ね
　
　
　
　
　

山
峡
に
こ
だ
ま
す
る
声
仏
法
僧

梅
雨
近
し
梅
丈
岳
に
雲
降
り
て
　
　
　
　

青
葉
寒
出
会
ふ
人
毎
眉
ひ
そ
め

亀
の
子
の
登
校
列
に
山
笑
ふ

　
　
　
　
　

こ
う
の
と
り
舞
い
く
る
里
の
青
田
風

五
湖
渡
る
風
が
育
む
梅
は
実
に

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

6
月
23
日(

金)

午
後
2
時
~
3
時

●

日　

時

●

会　

場

町
役
場
１
０
１
会
議
室

●

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定　

員

2
名(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

山
本)

☎
32
︲
６
７
０
４

問 ●

申　

込

6
月
16
日(

金)

ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
生
育
状
況
に
よ
っ
て
は
、
内
容
の
変
更
や
実
施
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
2
~
3
名
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

出
張
！
二
州
っ
子
子
育
て
応
援

　
　

｢

き
く
で
♪｣

を
開
催
し
ま
す

6
月
19
日(

月)

午
後
1
時
30
分
~
3
時

●

日　

時

●

会　

場

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

●

対　

象

妊
娠
中
・
子
育
て
中
の
保
護

者
の
方

●

費　

用

無
料

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
課
☎
22
︲
３
７
４
７

問 ●

申　

込

　

予
約
制
で
す
。
6
月
16
日(

金)

ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

内　

容

　

こ
こ
ろ
の
相
談
医
や
公
認
心
理
師
に
子

育
て
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い
て
個
別

に
相
談
で
き
ま
す
。
相
談
中
は
、
保
育
士

や
家
庭
相
談
員
が
別
室
で
お
子
様
を
お
預

か
り
し
ま
す
。

平
日
夜
間
の
エ
イ
ズ
相
談
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
の
お
知
ら
せ

6
月
2
日(

金)

午
後
3
時
~
7
時

●

日　

時

●

会　

場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●

内　

容

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
抗
体
検
査(

匿
名･

無
料)

　
　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

地
域
保
健
課
☎
22
︲
３
７
４
７

問 ●

申　

込

予
約
制
で
す
。
事
前
に
お
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●

定　

員

10
名
程
度


